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研究成果の概要（和文）：大阪市立大学理学部附属植物園の森をフィールドとして、ほぼ同じ立

地条件にある森でも構成する樹種が異なると CO2固定能が異なることを明らかにした。またそ

れらの森に生息する昆虫相、クモ相、鳥類相を調べ、人為的に造成された森でも造成から 60
年を経過すると絶滅危惧種を含む多様な種が生息する豊かな生態系が再現されていることを明

らかにした。これらの研究成果に基づいて環境教育プログラムを作成し、市民や子ども向けの

環境講座や森の教室として実施した。  
 
研究成果の概要（英文）：This project was performed at the Botanical Gardens of Osaka City 
University. Different forests at the almost same geographical conditions consisted of 
different wood species were revealed to show different carbon dioxide fixation. Insect fauna, 
spider fauna and avifauna were surveyed.  Those results indicated that ecosystems with 
abundant species including endangered species were regenerated after 60 years since 
planting.  Based on these results, environmental education programs were developed and 
done for citizens and children as Environmental course or Forest class.  
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2009年度 2,600,000	
 780,000	
 3,380,000	
 

2010年度 500,000	
 150,000	
 650,000	
 

2011年度 600,000	
 180,000	
 780,000	
 

年度 	
 	
 	
 

	
 	
 年度 	
 	
 	
 

総	
 計 3,700,000	
 1,110,000	
 4,810,000	
 

 
 
研究分野：時限 
科研費の分科・細目：博物館学 
キーワード：環境教育、生物多様性、森林の二酸化炭素固定 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 代表者が勤務する大阪市立大学理学部附
属植物園は 25.5ha の敷地に日本の代表的な
11 の樹林型を実物展示する森の植物園であ
る。大学附属の植物園であると同時に、博物
館法により博物館相当施設として一般市民
に公開されている。地球温暖化が進行し、生
物多様性の喪失が危惧される中で、市民や子

どもを対象に、森の多様な機能を学ぶ環境教
育プログラムを開発し、発信してゆくことが
重要であると考えた。 
 
２．研究の目的 
	
 本研究は 
(1) 植物園の人為的に作られた森をフィール
ドとして、構成樹種の異なる樹林の間で
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CO2 固定能がどのように異なるのかを
明らかにする、 

(2) 予備調査から、園内では絶滅危惧種を含
む多様な生物の生息が観察されていたの
で、昆虫相、クモ相、鳥類相の調査なら
びに、樹林型によってそれらがどのよう
に異なるのかを調査する、 

(3) これらの調査は一部を市民参加で実施す
ると共に、調査結果を反映した環境教育
プログラムを開発し実施する、 

以上 3点を目的として実施した。 
 
３．研究の方法 
(1) 樹林の CO2 固定能の評価	
 
	
 本研究課題の実施フィールドとなった植
物園の森は 1950 年代に植林が開始され、1970
年代、樹木の胸高直径が 5cm を越えた時点か
ら、5年ごとに毎木調査が実施されている。
11 の樹林型の内、落葉広葉樹林である暖帯林、
温帯北部林の 2林分、常緑広葉樹林のクス・
タブ林、シイ・カシ林の 2林分、合計４林分
について、毎木調査データに基づいて林分ご
との CO2 固定量を推定した。なお正確な推定
を行うために伐倒調査を行い、アロメトリー
式を作成した。	
 
	
 
(2) 動物相調査	
 
①	
 昆虫相はペンシルバニア型ライトトラッ
プを用い、暖帯林、温帯南部林、シイ・
カシ林、モミ・ツガ林から年ごとに 3ヶ
所を選び、6~9 月の間、1 ヶ月に 1 回ず
つ夜間飛翔性昆虫を採集し調査した。	
 

	
 
②	
 クモ相の調査は、2009 年から 2011 年の
間、初夏または秋に、合計 6回実施した。
落葉層に住む地表性の小型種はシフティ
ング法やツルグレン法で採集した。な 6
回の内 3 回は交野市と協力して市民参加
の「交野環境講座	
 スパイダーウォッチ
ング」として実施した。	
 

	
 
③	
 鳥類相は交野野鳥の会会員の協力を得て、
毎月 1回、渡りの季節には 2回、ライン
センサス法で園内約３kmのコースを調査
した。また冬期には市民参加の森の教室
として鳥の観察会を実施した。	
 

	
 
(3) 環境教育プログラム	
 
	
 上記(1)および（２）の調査の一部を市民
参加で実施したほか、研究成果を還元するた
めのプログラムを検討、開発した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
(1)	
 樹林の CO2 固定能の評価	
 
落葉広葉樹林 2林分と常緑広葉樹林 2林分に
ついて林分炭素蓄積量の変遷を調べた所、
2008 年時点でシイ・カシ林が 73.84tC	
 ha-1、

クス・タブ林が 138.89tC	
 ha-1、一方温帯北部
林が 70.40	
 tC	
 ha-1、暖帯林が 31.62tC	
 ha-1

と林分間で大きく異なっていた（図 1）。さら
に 2008 年における立木密度はシイ・カシ林
1059.3ha-1、クス・タブ林 929.2ha-1、温帯北
部林 499.5ha-1、暖帯林 332.2ha-1と大きく異
なっており、同一環境条件下とみなせる園内
であっても、林分炭素蓄積速度は立木密度や
枯死樹木損失量の影響を受け、大きな差を生
じていた。	
 

	
 
(2)動物相調査の結果	
 
①夜間飛翔性昆虫のライトトラップ調査の
結果、2010 年には 6176 個体、2011 年には
19443 個体の昆虫が採集された。2 年間の目
別合計個体はハエ目 11340 個体、チョウ目
7670 個体、ハチ目 3499 個体、コウチュウ目
1726 個体、トビケラ目 783 個体、カメムシ目
575 個体だった。なお、ハエ目は 2011 年のみ
の個体数である。年別、樹林別の分類群ごと
の個体数を図 2に示した。	
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図２. ライトトラップで採集された昆虫
の樹林型別、年度別、分類群別個体数 
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図１.	
 各林分の林分炭素蓄積量の変遷 
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 暖帯落葉樹林だけで採集されたオニベニ
シタバの食樹はブナ科コナラ属のコナラや
クヌギなどであり、採集された樹林型と一致
していた。またモミ・ツガ型針葉樹林でのみ
採集されたツガカレハは食性がツガ、トウヒ、
アカマツなどで、生息樹林型と一致していた。
一方で一部のガ類、オオシラホシアツバやセ
ダカシャチホコなどは園内全域や複数の樹
林で採集された。これらは食樹のある 1ha ほ
どの樹林型に制約されることなく、広範囲に
活動していた。	
 
	
 
②クモ相の調査結果	
 
	
 38 科 125 種のクモが確認できた。これらの
中にはいくつかの特筆すべきクモが含まれ
ていた。クモではきわめて稀な雌雄モザイク
のマミジロハエトリが確認された。環境省レ
ッドデータブック NT（準絶滅危惧）のワスレ
ナグモとキシノウエトタテグモが確認でき
た。また大阪府でこれまで記録の無かったハ
ラダカツクネグモや、やや珍しい種としてカ
トウツケオグモが確認できた。	
 
	
 
③鳥類相の調査結果	
 
	
 35 回のラインセンサス調査で確認した鳥
類の種数は 74 種にのぼった。5月に最も多く
49 種が確認されたのに対し、8月が最も少な
く 18種だった。出現種数と個体数が河岸林、
開平地で多く、暗い森で少なかった。メジ
ロ・シジュウカラなどの山地性野鳥が優先し
たが、天野川由来の平地性の野鳥も観察され
た。冬鳥には餌の種類と量が豊富で優れた越
冬場所だった。野鳥の出現は餌となる花、実、
種子、昆虫、クモ、それらの卵、ミミズ等の
有無に依存しており、草刈りの時期や頻度の
影響が大きかった。	
 
	
 
(3)環境教育プログラムの開発	
 
	
 プログラム作成にあたっては、参加する市
民や子どもたちに、調査の意義をわかりやす
く説明することを心がけた。例えば伐倒調査
を行うと、何がわかるのか、その結果どのよ
うにして森が貯めている CO2 の量を推定出来
るのか。あるいは絶滅危惧種のクモが植物園
で生息できるのはなぜかを一緒に考えるこ
とで、普通の場所ではどうして絶滅してしま
ったのかを自分で考えられるようになるこ
とを目指した。	
 
	
 プログラム立案段階でなるべく危険の無
いように留意した。しかし自然の中で実施す
るプログラムでは、すべてを完全にコントロ
ールすることは難しいので、予想されるリス
クを事前にスタッフで話し合い、怪我や事故
を未然に防ぐ対策を講じた。例えばヘルメッ
トや防止、軍手の着用、夏でも長袖長ズボン
の着用、首にはタオルをまく、ハチやウルシ
など危険となり得る動植物にどのように対

処したらよいかを事前に参加者に周知する、
万が一に備え保険に加入する、などである。
また夏季のプログラムの場合には水分補給
にも十分気をつけた。	
 
	
 立案したプログラムはクモや鳥、虫の観察
会、セミの羽化の観察会、伐倒調査など 8種
類で、環境講座や森の教室として研究期間中
に 12 回を実施し、その後も継続して取り組
んでいる。「はかってみよう!クスノキ」、「は
かってみよう!カシの木」では樹林のアロメ
トリー式を作る基礎となる伐倒調査を体験
した（図３はその案内チラシ）。「森の中で CO2
を追いかけよう」では葉が大気中の CO2 を取
り込み、逆に幹やキノコは CO2 を放出してい
ることを CO2濃度測定を通して実感した。「ス
パイダーウォッチング」ではクモの生態や、
なぜ絶滅危惧種となったのかなどを学んだ。	
 
	
 これまで植物園でこれほど多方面からの
調査が行われたことはなく、CO2固定機能や、
生物多様性のゆりかごとなっていることが
明らかになり、それはそのまま森の植物園の
存在意義につながる。今回明らかになったこ
れらの知見を市民に還元してゆくことが今
日まさに求められており、本研究によって開
発したプログラムは今後も改良を重ねなが
ら実施して行きたい。	
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図３．森の教室の案内チラシ 
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